

















Lesson Study Making Full Use of the Viewpoint of Active Learning in Physical 















































































































































































































































































































































































































































































































て ボ ー ル の 投











































































































































































































Ｑ１ 12 １ ０ ０ ０
Ｑ２ 12 １ ０ ０ ０
Ｑ３ 10 ３ ０ ０ ０
Ｑ４ ９ ４ ０ ０ ０
図21　アンケート集計グラフ
図20　フリーゾーンからシュートを打つ学生
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して上げることができる。
　つまり，デジタル教材を視聴することにより，学生は
体育における学びのコツを容易に理解することができた
と考えられる。そして，そのことが意欲的な模擬授業構
策の姿勢となり，この回答率として表現されたものと考
えられる。
Ｑ２．授業の内容を，理解できましたか。
　この質問に対して，92％の学生が「はい」と回答して
いる。15回の講義のテーマが「アクティブ・ラーニング
の授業を作ろう」と一貫しており，理論を学んだ後に模
擬授業で実践的に理解するという学習過程が，この回答
率に繋がっていると考えることができる。
Ｑ３．考え方，能力，知識，技術などの向上に得るとこ
ろがありましたか。
　Ｑ１・２ほどではないが，この質問に関しても高得点
の回答率である。これは，次期学習指導要領改定前であ
ることから，教員養成大学である本学では体育科以外の
講義でも「アクティブ・ラーニング」について学ぶ機会
が多いと考えられる。このような状況で，本講義で模擬
授業を通じて実感的に学ぶことによって，新しい考え方
や知識などを習得できたと感じたのではないだろうか。
　また，授業づくりや振り返りの中で，運動に応じたルー
ルや場の工夫，準備運動や補強運動の考え方など体育科
における新しい知識や技能を獲得することができたこと
によると考えられる。
Ｑ５．アクティブ・ラーニングを視点とした授業構築の
在り方について，実感的に理解できましたか。
　ポイントとして低くはないが，他の質問に比較した時
に相対的に低い得点率である。本講義は，全部で６つの
模擬授業を行なったが，児童一人一人の主体的な活動を
図22　模擬授業を構築する学生
図23　アンケート集計グラフ
図24　アンケート集計グラフ
図25　アンケート集計グラフ
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体育学習におけるアクティブ・ラーニングの視点を生かした授業研究
引き出す為の工夫で，最後まで迷っているグループも
あった。このようなことが，ポイントに反映していると
考えられる。
Ｑ６．アクティブ・ラーニングを視点とした授業構築に
ついで，あなたが大切だと思うことを書きなさい。
　回答する際，「できるだけ簡潔に」と指示して書かせた。
複数回答は可とした。以下は，その内容とそれに対する
考察である。
　アクティブ・ラーニングを視点とした授業改善を考え
た時，その基本は，児童一人一人が自らの可能性を気づ
くことができるような「わかる・できる・楽しい」授業
である。
　学生は，本授業を体験的に学ぶ中で，そのようなこと
を実感として学んだものと考えられる。
　「ルールの工夫」に着目した学生が，結構多かった。
キャッチが許されるバレーボール，エンドライン通過が
得点となる広いゴールゾーン，ゴール下に設置したフ
リーゴールエリアなど初めて体験したルールが，学生の
印象に強く残ったものと考えられる。
　模擬授業では，「タブレットの使用」を必須条件とした。
主体的な学びの過程においてタブレットを活用すること
は，児童相互の対話的な学びを通じて，思考力，判断力，
表現力などを育成する上で有効である。学生は，そのこ
とを実感的に学んだものと考えられる。
　指導教員は，本授業の中で何度か以下の言葉を学生に
伝えて来た。
「授業の中で見られる子供の姿は，教師は自らの責任と
して受け止めなければならない」
　これは，授業場面において主体的に学びに参加できな
い児童が見られた時は，教材づくりに問題があるのか，
教員としての関わりが適切でないのかなど，自らの責任
として捉えなければならないということを指導した際に
学生に伝えた言葉である。
　アクティブ・ラーニングにおける授業づくりの基本と
して，教師としての基本的な立ち位置を明確にしておく
ことは重要なことと考えられる。
Ⅵ.まとめ
　優れた授業において児童は豊かに，そして確かに成長
する。このような優れた授業を構築し日常実践化してい
くことが，教員の使命と言っても過言ではない。小学校
の現場では，多くの教員がこの使命を胸に指導要領が掲
げた目標を，授業において具現化しようと理論と実践を
積み重ねている。
　その実践的な授業づくりにおいては，主体的で協働的
な要素が常に仕組まれ，本時の目標への迫り方が厳しく
問われるものである。
　そして，小学校の現場において実践的に授業研究を積
み重ねている教員にとっては，次期指導要領の目玉と
なっているアクティブ・ラーニングは，その多くが何ら
目新しい取り組みとして捉えてはいない。
　只，高大接続をも視野に入れ，次期学習指導要領の明
確なねらいのもと，体系的に位置付けられたことは高く
評価できるものである。
　本研究は，次期学習指導要領が求める新たな教育課題
に対応できる教員養成を目指した。その具現化の手立て
として，アクティブ・ラーニングの視点での模擬授業づ
くりを核とした実践的な取り組みを進めたが，そこには
前述したように確かな成果が見られた。
　小学校現場で求められる新たな教育課題が，日常の授
業に根ざしたものであることから，本研究における取り
組みは，理にかなったものと考えられる。
　そして，本研究の取り組みを通じて印象に残っている
ことは，多くの学生が自ら構築した模擬授業の中で，主
○　ICTを活用する（６）
○　子どもたちに，考える時間を保証する（１）
○　アクティブ・ラーニングとなる授業環境を，教
師が作る。（１）
○　児童が，楽しいと思えること（４）
○　運動の苦手な子も，「自分にも，できるかも！」
と感じることができること（３）
○　勝ちにこだわるようなルールを工夫する（２）
○　みんなが楽しめるように，ルールを変えてい
くこと（１）
○　どの子にも「できる！」「楽しい！」という思
いを持たせること。そのためには「ルールの
工夫」などが大切になる（１）
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体的で協働的な学びの良さを実感したことである。この
実感こそが，教員養成課程において学び続ける教員を育
てる上で大きな力となったと考えられる。
付　記
　本研究は，平成28年度北方圏生涯スポーツ研究セン
ター・センター選定事業として実施された。
　申告すべき利益相反なし。
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図26　子ども一人一人の自己効力感を高める評価と支援
